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早いもので今年度も７ヶ月が経過し、後半戦に入りました。11月に入り、生徒が下校した直後には
日も暮れ始め、冬の訪れがもうすぐそこまで来ていると感じることが多くなりました。

学校では、３年生が進路活動が本格化する中、進路実現に向けて、志望理由書や面接練習などに懸

命に取り組み、２年生は高校生活最大の行事とも言える見学旅行を終え、高校生活の後半戦がスター
トしたしました。

そして、今年度の１年生から導入した学校設定科目「東川学」は、東川町写真の町課や旭川福祉専

門学校をはじめ、地域の方々の支援を得ながら成果を上げるべく取り組んでいるところです。前半は

「地域探究」、後半は「福祉探究」をテーマに探究的な学びを実践しています。「福祉探究」では平
成11年度から始まった「介護研修」を受講し、全身性障害者移動介護従業者の資格を取得します。「地

域探究」では「写真の町」を宣言している東川町の写真文化を学び、レンズを通して「地域」を理解

し、地域の魅力発信につなげられるような活動に、手探りながら取り組んでいます。

こうした新たな取組を導入しながら学校の活性化を図る一方、本校では、学校教育においては「不
易」と言われる子供たちの心を育てる教育にも一層力を尽くさなければならないと考えています。本

校に限らず現代の高校生は、以前に比べて心が成長していない生徒が多いと言われています。年度当

初に本校が掲げた「スクール・ポリシー」（学校だより第２号でも紹介）の１つである「育成を目指
す資質・能力に関する方針」として、東川 mind（福祉 mind・Glocal mind・Challenge mind）
の育成があります。心を育む教育は、社会で生きるために必要な力を育てることになります。今後、

学校の教育活動のあらゆる場面を通して、子供たちの心に触れ、心に寄り添い、心に響く、そうした
心の教育の充実も図っていきたいと思います。

マラソン大会 新生徒会執行部スタート

９月９日（金）、雲ひとつない晴天の下、３年ぶりに 新生徒会長挨拶

マラソン大会を開催しました。秋らしい爽やかな空気の

中スタートしましたが、時間とともに気温が上昇し、ゴ 生徒みんなが楽しく
ールする頃には、外に立っているだけでも暑さを感じる 過ごせる、笑顔あふ

ほどでした。 れる学校にしていき

生徒たちにとっては初めてのマラソン大会で、長い距 たいです。
離（約15キロ）を走ることに加え、暑さとも戦わなけれ

ばならず大変だったと思いますが、ゴール後はみんなが

晴れやかな表情で、達成感に浸っていました。 新生徒会執行部
男子１位 ３年Ａ組 梅澤 聡嗣 59分19秒

女子１位 ３年Ａ組 五十嵐琴音 １時間10分32秒

お手伝いいただいた多くの保護者の皆様には、心より
感謝申し上げます。ありがとうございました。

９月15日（木）に生徒会役員選挙立

会演説会が行われ、立候補した全員が
信任されました。

10月３日（月）には認証式を行い、

男子スタート 女子スタート ３年生からバトンを受け継いだ、１，
２年生が主役の新生徒会執行部がスタ

ゴール ートしました。

大雪の麓たいせつのふもと
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２学年見学旅行 photograph 10月23日（日）～27日（木）見学旅行での一コマ。

吹奏楽部 東川町吹奏楽団派遣交流事業 ボランティア部・レモネードスタンド

欧州文化首都アイルランドゴールウェイ
青少年音楽祭参加 ９月17日（土）、ボランティア部の生徒が、

道の駅「道草館」にてレモネードスタンドを実

９月10日（土）～23日（金）までの日程で、本校 施しました。小児がん支援団体への寄付を目的
吹奏楽部の生徒が東川中学校吹奏楽部及びそのOB・ とする、本校ボランティア部の代表的な活動で

OG並びに本校吹奏楽部のOB・OGと『東川吹奏楽団』 す。

を結成し、アイルランドのゴ－ルウェイで開催され 当日は120杯以上のレモネードを購入してい
た音楽祭に参加してきました。 ただき、9,877円の寄付をすることができまし

現地の小学校や高校等でのミニコンサートや、合 た。ご協力ありがとうございました。

唱団との交流プログラム及びリハーサル活動等を行
い、ゴールウェイ大聖堂やオール・ハロウズ教会に

て演奏を披露しました。
10月８日（土）には、せんとぴゅあⅠで報告会も

行われました。

当初、2020年に開催され参加する予定の音楽祭で
したが、コロナの影響で参加が中止となっていた音

楽祭です。EU・ジャパンフェストと東川町の支援に

より参加させていただくことができた海外での音楽祭でしたが、参加した生徒にとっては、大変貴重
な体験となる一生に一度の音楽祭となりました。


